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１．はじめに 

ＰＣウェル工法は，ＪＩＳ認定工場で製造された

高品質なプレキャスト(以下ＰＣａ)部材を現場に運

搬し，姿勢制御を行いながら部材の結合・圧入沈設

を繰り返してケーソンを構築するものである。本工

法は，山留支保工等の大規模な仮設を必要とせず，

部材断面積程度の省空間で施工可能であり，鉛直精

度が高くピンポイント施工が可能である。本稿では，

ＰＣウェルの施工ならびにそれに関わる実験につい

て報告する。 

本現場は，図－１に示すとおり，国道409号と産

業道路との交差点に近接し，施工箇所付近は，日交

通量が約２万台（片側）と非常に交通量の多い箇所

に位置する。また，工場敷地および既設橋脚に隣接

し，地下には東京電力・ＮＴＴ・上下水道等のライ

フラインが埋設されている。地盤は，埋立て地であ

り深度 0～40ｍ程度まではＮ値 0～10 の軟弱層が連

続している。

このように施工環境が非常に厳しく，その結果施

工方法が限定される現場において，橋梁基礎として

工期短縮にも有利であるＰＣウェル工法が採用され

た。

２．工事概要 

 本工事の概要を以下に示す。 

 

発  注  者：首都高速道路㈱ 神奈川建設局 

工 事  件 名：KJ-125工区(5-10-2) 

～(5-13)基礎他工事 

工    期：H17.3.31～H20.6.2 

構 造  形 式：ＰＣウェル工法ＰＰＲＣ構造 

基礎径・長さ：φ3800・43.4m 

基    数：２基 
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３．ＰＣウェル工法の構造 

 ＰＣウェル工法プレキャストプレストレ

スト鉄筋コンクリート（ＰＰＲＣ）構造と

は，ＰＣａ部材により構築されたＲＣ構造

である。施工は、圧入沈設作業を行いなが

らＰＣａ部材を積み重ね、1N/mm2程度の緊

張力により接着剤を押し広げて結合する。

圧入沈設が完了後，主鉄筋用シース孔に高

強度モルタルを充填し，主鉄筋を挿入して

定着する。本構造の特徴は，各部材間の結

合が接着剤塗布と緊張力導入のみと容易で

あり、鉄筋の継手数を最小限にすることが

できるため，施工性・経済性・耐震性能に

優れることである。また，ＰＣａ部材は，

既設ブロックの端面を型枠として新設ブロ

ックを製作するため，結合面に隙間の生じ

ないマッチキャスト方式を用い工場で製作

されている。部材断面を図－４に，ＰＣａ

部材割付けを図－５に示す。 

４．施工管理  

現場での施工フローを図－６に示す。以下に本工法が選定された要因およびそれらに対し実施された計測

管理に関し詳細に述べる。 
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図－３ 橋梁一般図

ＰＤ１０橋脚割付図

図－４ 部材断面図 図－５ ＰＣａ部材割付け図

図－６ 施工フロー図 
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（１）近接施工 

 本工事は，既設橋脚フーチングとの離隔が１ｍ以内

の近接したものであった（写真－２，図－７参照）。施

工中に既設橋脚の沈下・傾斜等の現象が生じた場合，

交通障害等に係る多大な外部コストの損失が予想され

る。そのため，施工中，固定式傾斜計・水盛式沈下計

によってＸ，Ｙ，Ｚ軸方向の変位計測を24時間体制で

行った。計測値はリアルタイムで事務所のモニターに

写し出され，異常時の迅速な対応に備えた。計測結果

より，鉛直変位は4㎜程度であり一次管理値の±10㎜

を十分満足するものであった。傾斜も１分以下であり

一次管理値の±1.5分を十分満足するものであった。  

（２）狭隘な作業空間 

作業空間は，工場の壁に近接し歩道と車道に挟まれ

た場所であった。作業空間の平面位置を図－８および

写真－２に示す。また，地下には多数の埋設管があり，

それらをかわしての施工であった。埋設管との位置関

係を図－７に示す。施工におけるＰＣウェルの圧入沈

設の精度は，平面誤差±20㎜以内と良好であった。 

（３）工期短縮 

標準作業時間帯は，８：００～１７：００であり，

特別な障害もなく時間内に施工を行うことが可能であ

った。ＰＣａ部材の搬入は早朝とし，第三者への影響

を最小限にするようにした。工程は計画どおりに進捗

し，杭基礎＋フーチングの施工では１基礎当たり５～

６ヶ月程度かかるところを，２基礎を約８ヶ月で施工

完了となった。表－１に実施工程表を示す。 

 

５．品質管理 

 本ＰＣウェルは基礎長が43.4ｍと比較的長く，下記

の課題が想定された。 

（ア）主鉄筋用シース孔内への水の浸入 

（イ）主鉄筋用シース孔内のモルタルの材料分離による品質のばらつき 

（ウ）鉄筋もしくは主鉄筋用シース孔の屈折に 

よる鉄筋の挿入障害 

 これらの課題に対し，事前に検証を行った。 

（１）モルタルの品質・充填性検証実験 

 セメントの塩分総量規制緩和に伴う塩分量超

過対策として，普通ポルトランドセメントから

早強ポルトランドセメントへ材料変更した。モ

ルタルの配合試験は事前に行われており，それ

に基づき実際現場で使用されるプレミックス型

60

ＰＣウェル

　（新設）

下水(C)φ700

（既設）

離隔

図－８ 作業空間の平面図

写真－２ 近接状況写真 

表－１ ＰＣウェル工 工程表 

図－７ 近接施工図
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を使用し，品質および充填性の検証実験を実施した。 

充填性検証実験は，20.2ｍの塩ビパイプ（φ75㎜）をシー

ス（φ85㎜）と見立て，モルタルの注入は内部の水の有無で

方法を変えて行い，鉄筋の挿入は実際と同径のＤ41とし，挿

入性の検証を行った。実験状況を写真－３に示す。実験は３

ケース行い，その内容を表－２に示す。 

いずれのケースも支障なく鉄筋の挿入が行えた。孔内に水

がある場合でも，高圧ホースを使用し適切にモルタルを注入

することで，材料分離が生じず挿入が可能であった。また，

現場での何らかのトラブルを想定し，モルタル注入後６時間

後の挿入を行ったが，遅延剤の効果により鉄筋の挿入に支障

はなかった。 

（２）現場施工時の品質管理 

 実際の現場は鉄筋の挿入に際し，孔内水の有無の確認が重

要であり，注入方法を上記（１）の実験結果に基づき選定し

なければならない。孔内水の有無の確認は，水位計で確認し

た。今回はできるだけリスクを排除するために，原則として

孔内の水は除去することとした。主鉄筋の挿入状況を写真－

４に示す。鉄筋の挿入を管理するうえで，今後，さらなる効

果を得られるように作成したチェックリストの一例を表－３

に示す。 

 

６．おわりに 

 本工事のような施工に使用できる空間，地下埋設物および

既設橋脚への影響，近隣への騒音・振動，通行車両への安全

等多くの制約・規制がある非常に厳しい施工環境において，

ＰＣウェル工法が採用され，その特徴を十分に発揮し，無事

施工を完了することができた。また，基礎構造物は地中に設置され，定期点検が実施できないので，アセッ

トマネジメントにおける初期管理が重要となる。この観点からも，品質の保証されたＰＣａ部材を適用する

ことは有用であると思う。今後も都市内での社会資本整備に貢献できるよう研鑚を積みたい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－４ 主鉄筋 挿入状況 表－３ チェックリストの一例 

表－２ 鉄筋挿入試験一覧表 

主鉄筋挿入チェックシート

日付

現場代理人 監理技術者 関係者      担当者

番号 チェック項目 判定 摘 要

1 同時建て込み本数は事前に検討されているか（ﾓﾙﾀﾙ硬化時間）

2 鉄筋の保管時に鉄筋のたわみが発生していないか。

3 保管している鉄筋は汚れていないか。

4 保管している鉄筋の先端は保護したか。

5 鉄筋継手は樹脂注入方式を使用しているか。

6 鉄筋ｶｯﾌﾟﾗｰに所定の長さ分を挿入したか。

7 吊り時、鉛直になっているか。

8 ｼｰｽを傷つけないよう挿入したか。

9 鉄筋はｼｰｽ内の中心で固定されているか。

10 鉄筋挿入完了時、溢れ出たﾓﾙﾀﾙの濃度は均質になっているか。

    
        

20.2m 

塩塩ビビパパイイププ

33本本（（φφ7755））

写真－３ 実験状況 
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